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卒業別れ、旅立ち そして出会い 
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さを学んでほしい。 」 と卒業生に3 つの言 

葉を贈りました。 

池田教育長は、「形から心は生まれる。生 

活習慣を大切にしてほしい。」 池永町長は 

「社会のきまりごと、約束を守り、都会へ 

出て知識を得、再びこの赤池に帰って、ま 

ちづく りに協力してほしい。」 と、不安と 

希望に満ちた卒業生を激励しました。 

教室に戻った卒業生は、先生と最後の別 

れを惜み、泣きながら、お世話になった先 

生ヘプレゼン トを渡すクラスもありました。 

赤池中学校の第38回卒業式は3 月14日、 

小雨の降る中、同校体育館で行われました。 

村上慶悉校長から、男子78人、女子52人 

の130人の卒業生一人ひとりに卒業証書が3 

手渡されました。 

村上校長は、「かけがえのない命、 1 回き 

りの人生だということを、事あるごとに自 

分に言い聞かせてほしい。きっと進む道が 

開けてくる。了 『玉みがかざれば光なし』 

人間も同じだ。 鍛えることが人間の値打ち 

である。 そうすれば1人ひとり持ち味のあ 

る光が輝いてくる。 」 また、「人との出会を 

大切にしてほしい。 出会いの中でお互の良 
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赤
池
中
学
校
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私
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し
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二
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に
な
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す
。
卒
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中
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私
は
こ
の
一
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を
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出
す
と
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残
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あ
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新
採
教
師
と
し
て
、
筑
豊
の
赤
池
中
 

学
校
へ
と
奉
職
し
て
、
早
や
、
三
年
の
 

月
目
が
流
れ
ま
し
た
。
赴
任
し
た
当
初
 

は
、
生
ま
れ
育
っ
た
筑
後
地
方
と
は
全
 

く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
異
質
の
風
土
に
 

と
ま
ど
い
の
毎
日
で
し
た
。
 
一
人
暮
し
 

「

‘

茅

馴

妾

l

J

・

‘

 

、

弘

jミ

群

言

ミ

g

噴
喜
ヲ
電
声
農
t

事

・

‘

す

惑

声

・

鉢

話

壇

て

v

ご

‘

掌

 

'
'
‘
負
碑
 

」
遂
を
g
・シA
二
、
、
、
・
》
一
叱
と
”
《
・
、
》
、
、
言
そ
り
鼻
ぬ
u
ゲ， 

ト代表の野村真理君に町よりの記念品が贈られましたぐ 

f味申・ : ?i 抄l、糾“るy熱彫郵血祢組撫編昭，l,，、fij定“＋尋お誹ね‘しシぎれ.'“泌’か に、・コ’嚇フi報 

声‘》‘．・魂＝」Ii4・贈窟●，」、留トi魯‘ノ．JI伽’争、妾・｛シ，で’ら二、‘,争ぐルン、マ鰍庭、4・t;'tl ザ '. m ' 

の
生
活
の
中
で
、
子
供
達
と
の
ふ
れ
合
 
柳
 

い
だ
け
が
唯
一
の
し
の
糧
で
し
た
。
 

）
 

そ
れ
で
も
、
生
活
指
導
に
追
わ
れ
、
 

一
 

頭
を
悩
ま
せ
、
心
を
痛
め
る
こ
と
も
多
 
叫
 

く
、
父
母
と
の
連
携
の
難
し
さ
を
し
み
 
～
 

】

 

じ
み
と
感
じ
た
3
年
間
で
し
た
。
 

）
 

校
長
先
生
、
教
頭
先
生
を
は
じ
め
、
 

』
 

同
僚
の
先
生
方
か
ら
暖
い
ご
指
導
を
受
一
 

け
新
米
教
師
も
、
ど
う
に
か
大
過
な
く
い
 

、、 

卒
業
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
」
】
 

た
。
本
当
に
長
き
に
わ
た
り
見
守
っ
て
‘
」
 

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
っ
ご
ざ
い
ま
し
畑
 

た。 

了
一
〇
人
の
子
供
達
元
気
で
ノ
 

教
え
る
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
生
徒
需
 

に
教
え
ら
れ
た
事
の
方
が
多
か
っ
た
こ
 
瑚
 

の
一
年
間
c
 

" 

心
の
中
で
は
い
つ
も
、
何
か
を
し
て
 
”
 

あ
げ
た
い
気
持
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
け
 
m
 

ど
、
そ
の
思
い
の
半
分
も
か
え
せ
な
い
 
？ 

思
い
出
を
大
切
に
 

ま
た
、
明
日
か
ら
 

3年4組 

永松紀代美 

先生 

審
 

'< 》
 

騒
 

・糾 
(
(
 .J 

一

，

 

'

‘

」

 

一

”

 

，

‘

一

 

'
 

】m
 

叶
 

加
 

d
 

ー
 

‘ 

ー
 

骨
 

ま
ま
卒
業
さ
せ
る
事
が
一
番
心
残
り
で
織
 

す
。
こ
の
三
年
間
、
苦
し
い
こ
と
、
つ
 

ら
い
こ
と
、
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
思
い
 

ま
す
。
で
も
、
今
は
楽
し
か
っ
た
こ
と
 

ば
か
り
が
頭
に
う
か
ん
で
き
ま
す
。
 

こ
の
思
い
出
を
大
切
に
、
ま
た
明
日
 

か
ら
お
互
い
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
 

・轟 一
 

州
 

噌
 

《
 

い
 

一
 

ト会食会で全先生に花束をプレゼント． 
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3 月19日午前10時から上野校43人の卒業式がありました。 宮崎 

憲一校長から1人ひとり卒業証書を受けとり、「自分の考えをしっ 

かりもち、他人に左右されない主体性、自主性を持って今後の人 

生を送ってほしい」 と贈る言葉がありました。 

卒業を前にした3 月14日には、r1年間をふり返り、六年生との 

楽しい思い出を呼び起しましょう。 」 と児童会主催のお別れ会が 

行われました。 

在校生のアーチの中を入場した六年生に、 1 年生は手づく りの 

メダルをプレゼント。 歌や色んな出し物で六生生と別れる前の楽 

ト
卒
業
を
前
に
六
年
生
と
全
先
生
で
 

ミ
ニ
バ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
ト
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市場小 I 
市場小学校の卒業式も同じく 3 月19日、10 

時から行われました。 

105人の卒業生1人ひとりに高尾春雄校長か 

ら卒業証書が手渡され、同時に卒業生1人ひ 

とりの顔が写真スライ ドで写し出されました。 

高尾校長は、「欠点は努力で補い、これだけ 

は友達に負けないというものをつくってくだ 

さい。 思いやりの心を大切に、また、健康に 

十分気をつけてください。 」 とお祝いの言葉 

を贈りました。 

卒業生が「六年間で人の命の大切さと、学 

ぶことの楽しさを知りました。中学という次 

の峰を目指して力いっぱい出発します。 」 と 

思い出を1人ひとり発表すると会場のお父さ 

んお母さんの席からすすり泣く声があちこち 

で聞こえました。 
、、．／戸 
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しいひとときを過しました。 

また、午後からは、六年生 

手づく りのサンドイッチでお 

世話になった全先生を招待。 

「先生いつまでもお元気で、 

卒業しても忘れないでくださ 

い。」 と会食会をしました。 
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